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＜連絡事項＞

· 藤原副主任が出張中に、何か連絡がある場合は携帯に連絡してして下さい。電話に出ないときは留守番電話にしておくとの事ですので、留守電に伝言を入れて下さい。

· 本日から金曜日まで病院視察の為、看護課課長が不在となります。

代行者　3月8日佐藤主任　　3月9日谷藤副主任

　　　　3月10日鳥谷部副主任　　3月11日松澤副主任

課長の判断が必要と判断した場合には、携帯に連絡をしてください。ただし、視察中は電話には出る事が出来ませんので、必ず留守電に伝言を残してください。緊急で判断したものについては、経過報告をお願します。なお、今回の日程では、日勤帯で必ず連絡できるとは限りませんので、連絡した内容については、次の勤務帯の勤務者に必ず伝言をしておいて下さい。

· 入院精神療法に看護・医事とチェックする欄がありますが、１月から看護もチェックする事になっていたとの事です。診察時に看護の欄を確認して下さい。

· 深夜勤務で南病棟にヘルプに行く際、Cユニットに患者様がいない場合は、Dユニットで患者様の見守りをして下さいとの事です。

内科診察：臨時薬処方

・山火　るい子様

本日の深夜帯、起床後より発熱、咳嗽、頭痛あり、主治医指示にてアンヒバ坐薬(200)　1ヶ挿肛しています。又、内科診察にて臨時薬が処方となっています。

①サマセフ(250)　3C

ヨウフェナック(25)　3T　3×ndE

②オラドールトローチ　4T　4×1

本日3/8昼から3/11朝までの3日分の処方となります。現在は体熱感軽度見られている為、氷枕使用、適度な水分摂取を促し、安静臥床で経過観察としています。インフルエンザウイルス抗原検査施行し、インフルエンザウイルス陰性の結果が出ていますが、引き続き状態観察して下さい。

・十日市　利喜様

今朝より発熱、倦怠感、咽頭痛あり、内科診察にて臨時薬が処方となっています。

①サマセフ(250)　3C

ヨウフェナック(25)　3T　3×ndE

②オラドールトローチ　4T　4×1

本日3/8昼から3/11朝までの3日分の処方となります。十日市様も体熱感見られている為、氷枕使用、適度な水分摂取を促し、安静臥床で経過観察としています。内科医よりインダシン坐薬(25)1ヶ挿肛の指示あり挿肛しています。引き続き状態観察して下さい。

・元沢　政治様

発熱はありませんが、軽度の寒気、鼻汁の訴えあり、内科診察にて臨時薬が継続処方となっています。

①PL　3P　3×ndE

本日3/8昼から3/11朝までの3日分の継続処方となります。現在は発熱ありませんが、全身状態等、引き続き状態観察して下さい。

· 患者様、スタッフ共に風邪が流行ってきています。手洗いやうがい等の予防をしっかりと行い、患者様にも風邪予防の為、手洗いやうがいを促していきましょう。

（定期薬変更）

小坂　君子様

やや軟便になってきているとの事で、明日より定期薬が変更となっています。

1 ②do

③カマ　1.5　3×ndEが明日よりカマ　1.0　2×朝・夕へ変更となります。

排便の状態や訴えの有無等、観察して下さい。　　

＜全体連絡＞

· 看護課個人開発カードが出来ました。自分はこの研修を受けた・認定をもらったなどがあれば江刺家課長へ申し入れてシールをもらってください。カードは無くさない様、ネームの中に各自入れておいてください。

· 生活習慣病改善プログラム指導者認定証を渡しています。スタッフファイルに入れてあります。

· 病棟内に電気工事が入っています。

· 工程通りに塗装工事が進行しています。何時に業者に入って欲しいという希望や業者に対してのクレーム等があれば庶務管理室の大釜さん（不在時は高橋課長）へ連絡して下さい。塗装は下駄箱も行います。その間、代用の下駄箱に入れてもらうことになります。

· 4月1日より就業規則が一部（育児休暇の事など）変更となります。就業規則をタイムレコーダーの所に置いておくとの事です。後日、説明会を行なう予定です。

· 3月11日の歯科受診予定者は13名です。

· 各種届出について、まだwizでの申請のみ、又は用紙のみでの届出があります。必ず、wizの申請、用紙の申請を一緒に出すよう確認して下さい。Wizと一緒に確認するので室長へ用紙を出して下さい。

· レストランにて食事をこぼした際など、今まではモップで対応していましたが、今後はバケツと雑巾を使用する事になりました。開放側は、残飯入れのところに置いています。

· 3月24日13:00～旧ディケア室で家族教室を行います。

· 薬局より、アンホリル軟膏・ビタカンファ・ダンリッチ（残り50カプセル）が3月に期限切れとなるとの事です。

· エンシュアリキッドにコーヒー味・ストロベリー味・バニラ味の3種類があります。処方箋記入の際、味の指定がある場合は味を記入し、指定が無い場合は記入しないで下さい。記入が無い場合は、薬局で選びます。

· 四国視察研修が本日午後より11日まであります。

　　　　　　　　　　

＜勉強会：これだけはやめてほしいスタッフの対応＞

ケース⑩

患者様の訴えを聞く際、患者様が同じ話を繰り返しされると、一方的に自

分の言いたい事を言って病室を出て行ってしまいます。
対応策として

人の話を聞くのは大変努力がいるものです。まして同じことを繰り返し

言われると、聞くよりも「さっきも同じこと聞いたわよ。何回言えば気がすむの」とうるささが先に立っていい加減になってしまいます。しかし、同じことを何回も訴えるということは、相手が「聞いてもらってる」「分かってもらえた」という実感がないからではないでしょうか。

　“聞く”というのは全身全霊を挙げて、相手に対することです。忙しければ忙しいほど、“聞く”時は聞くことに集中して、相手が自分の訴えを分かってもらえたという満足感を味わうまで付き合うことが大切になります。

　世間話なら聞き逃しても構わないかもしれませんが、“訴え”ということになると、本当に相手の真意をつかむ聞きかたが大切になります。相手の表情、態度、しぐさを見ながら、相手の話し方の調子から何を言いたいのかをつかみ、言葉そのものをしっかり聞くというのが本当の聞き方です。そして相手の話をよく聞いていることを伝える為にはうなずき、適切に相づちを打ち、相手の言ったことの要約を繰り返すという聞き方をします。たとえ同じ訴えでも真剣に対していけば、自分の訴えをキャッチしてもらえたということが相手に伝わり、満足していただけることでしょう。

　本当の意味での聞き方を身につけましょう。職場で人の話を聞いている時が聞き方の訓練です。継続してみてください、必ず“聞く能力”が上がります、この力がつけば、自分が楽に人の話を聞けるようになるでしょう。短時間でもその方の話に集中することです。

　自分の言いたいことを一方的に話しても、相手の方は話を聞いてはいないということを知っておいてください。相手の話を親身になって初めて自分の話を聞いてもらえるのです。

　職場で仕事を通じて訓練が出来るのですから、こんなありがたいことはないくらいに考えてみましょう。そうすれば日々が貴重な学びの場になるでしょう。

